
　

「
建
長
寺
・
親
と
子
の
土

　

「
建
長
寺
・
親
と
子
の
土

曜
朗
読
会
」
が
７
月
に
６
０

曜
朗
読
会
」
が
７
月
に
６
０

０
回
を
迎
え
た
の
を
記
念
し

０
回
を
迎
え
た
の
を
記
念
し

た
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

た
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
1111
月

1919
日
建
長
寺
法
堂
で
行
わ
れ

日
建
長
寺
法
堂
で
行
わ
れ

た
＝
写
真

＝
写
真
。
主
催
は
「
日
本

。
主
催
は
「
日
本

語
の
美
し
さ
を
伝
え
る
会
」

語
の
美
し
さ
を
伝
え
る
会
」

（
伊
藤
玄
二
郎
代
表
）
で
当

（
伊
藤
玄
二
郎
代
表
）
で
当

日
が
６
１
７
回
目
。

日
が
６
１
７
回
目
。

　

は
じ
め
に
、
同
寺
の
長
尾

　

は
じ
め
に
、
同
寺
の
長
尾

宏
道
教
学
部
長
が
「
２
０
０

宏
道
教
学
部
長
が
「
２
０
０

５
年
１
月
に
ス
タ
ー
ト
し
、

５
年
１
月
に
ス
タ
ー
ト
し
、

毎
週
土
曜
日
、
東
日
本
大
震

毎
週
土
曜
日
、
東
日
本
大
震

災
直
後
も
休
ま
ず
、
こ
れ
だ

災
直
後
も
休
ま
ず
、
こ
れ
だ

け
長
く
続
い
て
い
る
の
は
大

け
長
く
続
い
て
い
る
の
は
大

変
な
こ
と
」
と
挨
拶
し
た
。

変
な
こ
と
」
と
挨
拶
し
た
。

　

参
加
者
全
員
で
般
若
心
経

　

参
加
者
全
員
で
般
若
心
経

を
唱
え
、
座
禅
し
た
後
、
小

を
唱
え
、
座
禅
し
た
後
、
小

学
生
と
高
校
生
が
詩
を
朗

学
生
と
高
校
生
が
詩
を
朗

読
。「
２
年
前
と
比
べ
体
も
心

読
。「
２
年
前
と
比
べ
体
も
心

も
成
長
し
た
」
と
朗
読

も
成
長
し
た
」
と
朗
読

の
講
評
が
あ
っ
た
。

の
講
評
が
あ
っ
た
。

　

小
説
「
ビ
ル
マ
の
竪

　

小
説
「
ビ
ル
マ
の
竪

琴
」
の
朗
読
で
は
、
田

琴
」
の
朗
読
で
は
、
田

中
あ
つ
子
さ
ん
（
朗
読

中
あ
つ
子
さ
ん
（
朗
読

と
歌
）
、
高
野
久
美
子

と
歌
）
、
高
野
久
美
子

さ
ん
（
ソ
プ
ラ
ノ
）、

さ
ん
（
ソ
プ
ラ
ノ
）、

倉
本
洋
子
さ
ん
（
ピ
ア

倉
本
洋
子
さ
ん
（
ピ
ア

ノ
）
の
３
人
が
吐
く
息

ノ
）
の
３
人
が
吐
く
息

が
白
く
見
え
る
ほ
ど
冷

が
白
く
見
え
る
ほ
ど
冷

た
く
張
り
つ
め
た
空
気

た
く
張
り
つ
め
た
空
気

の
中
で
作
品
を
披
露
し
、
情

の
中
で
作
品
を
披
露
し
、
情

景
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
。

景
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
。

　

脚
本
・
演
出
の
伊
藤
玄
二

　

脚
本
・
演
出
の
伊
藤
玄
二

郎
さ
ん
が
「
皆
が
心
を
合
わ

郎
さ
ん
が
「
皆
が
心
を
合
わ

せ
て
作
り
上
げ
た
。
希
望
を

せ
て
作
り
上
げ
た
。
希
望
を

も
つ
こ
と
、
長
く
続
け
る
こ

も
つ
こ
と
、
長
く
続
け
る
こ

と
が
大
切
で
、
今
後
も
続
け

と
が
大
切
で
、
今
後
も
続
け

て
い
き
た
い
」と
締
め
括
り
、

て
い
き
た
い
」と
締
め
括
り
、

大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ
た
。

大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ
た
。

　

こ
の
朗
読
会
は
子
ど
も
た

　

こ
の
朗
読
会
は
子
ど
も
た

ち
に
日
本
語
の
美
し
さ
を
伝

ち
に
日
本
語
の
美
し
さ
を
伝

え
、
こ
と
ば
へ
の
関
心
を
深

え
、
こ
と
ば
へ
の
関
心
を
深

め
て
も
ら
お
う
と
、
朗
読
の

め
て
も
ら
お
う
と
、
朗
読
の

プ
ロ
に
よ
る「
語
り
」を
行

プ
ロ
に
よ
る「
語
り
」を
行

い
、
こ
れ
ま
で
節
目
の
回
に

い
、
こ
れ
ま
で
節
目
の
回
に

は
小
説
家
・
井
上
ひ
さ
し
さ

は
小
説
家
・
井
上
ひ
さ
し
さ

ん
、漫
画
家
・
や
な
せ
た
か

ん
、漫
画
家
・
や
な
せ
た
か

し
さ
ん
、童
話
作
家
・
角
野

し
さ
ん
、童
話
作
家
・
角
野

栄
子
さ
ん
ら
を
迎
え
て
い

栄
子
さ
ん
ら
を
迎
え
て
い

る
。
毎
回

る
。
毎
回
2020
〜
3030
人
が
参
加

人
が
参
加

し
、
進
行
は
関
東
学
院
大
学

し
、
進
行
は
関
東
学
院
大
学

の
学
生
ら
が
担
当
。
毎
土
曜

の
学
生
ら
が
担
当
。
毎
土
曜

午
前
午
前
1010
時
、建
長
寺
の
正
受

時
、建
長
寺
の
正
受

庵
。参
加
無
料（
要
入
山
料
）。

庵
。参
加
無
料（
要
入
山
料
）。

問
い
合
わ
せ
同
会
☎
０
４
６

問
い
合
わ
せ
同
会
☎
０
４
６

７
・
７
・
2424
・
７
２
２
３

・
７
２
２
３

　
「
伝
統
構
法
」と
鎌
倉
の
街

　
「
伝
統
構
法
」と
鎌
倉
の
街

並
み
の
保
全
〜
地
震
大
国
で

並
み
の
保
全
〜
地
震
大
国
で

古
く
か
ら
伝
わ
る
伝
統
の
技

古
く
か
ら
伝
わ
る
伝
統
の
技

を
受
け
継
ぐ
〜
を
テ
ー
マ
に

を
受
け
継
ぐ
〜
を
テ
ー
マ
に

し
た
講
演
会
が
行
わ
れ
る
。

し
た
講
演
会
が
行
わ
れ
る
。

　

石
場
建
て
と
い
う
、
地
震

　

石
場
建
て
と
い
う
、
地
震

に
も
強
い
古
来
か
ら
の
構
法

に
も
強
い
古
来
か
ら
の
構
法

を
事
例
を
交
え
な
が
ら
紹
介

を
事
例
を
交
え
な
が
ら
紹
介

す
る
連
続
セ
ミ
ナ
ー
。

す
る
連
続
セ
ミ
ナ
ー
。

　

専
門
家
を
招
き
、
鎌
倉
の

　

専
門
家
を
招
き
、
鎌
倉
の

街
並
み
保
全
、
土
地
に
関
わ

街
並
み
保
全
、
土
地
に
関
わ

る
相
続
、
税
金
に
つ
い
て
の

る
相
続
、
税
金
に
つ
い
て
の

解
説
も
。

解
説
も
。

　

1212
月
1010
日（
土
）
午
前

日（
土
）
午
前

1010
時
〜
時
〜
1212
時
、
時
、Ｌラ

イ

フ

ラ

イ

フ

Ｉ
Ｆ
Ｅ

Ｉ
Ｆ
Ｅ

鎌
倉
鎌
倉
Ｄデ

ン

タ

ル

デ

ン

タ

ル

Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｌ

Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｌ　

Ｏオ

フ

ィ

ス

オ

フ

ィ

ス

Ｆ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

Ｆ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
（
下
馬
四
つ

（
下
馬
四
つ

角
そ
ば
）
。
参
加
無
料
。
要

角
そ
ば
）
。
参
加
無
料
。
要

事
前
申
込
。
申
し
込
み
、
問

事
前
申
込
。
申
し
込
み
、
問

い
合
わ
せ
戸
井
田
工
務
店
☎

い
合
わ
せ
戸
井
田
工
務
店
☎

０
４
６
７
・

０
４
６
７
・
2424
・
７
７
７
７

・
７
７
７
７

　

東
日
本
大
震
災
の
慰
霊
と

　

東
日
本
大
震
災
の
慰
霊
と

復
興
を
託
し
た

復
興
を
託
し
た
和わ

顔げ
ん
げ
ん

地
蔵
尊

地
蔵
尊

　

つ
や
の
あ
る
緑
色
の
葉
っ

　

つ
や
の
あ
る
緑
色
の
葉
っ

ぱ
の
間
に
散
り
ば
め
た
よ
う

ぱ
の
間
に
散
り
ば
め
た
よ
う

に
赤
い
実
を
つ
け
る
ソ
ヨ

に
赤
い
実
を
つ
け
る
ソ
ヨ

ゴ
。
細
い
柄
の
先
の
実
は
小

ゴ
。
細
い
柄
の
先
の
実
は
小

さ
な
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
よ
う
。

さ
な
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
よ
う
。

緑
と
赤
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が

緑
と
赤
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が

天
然
の
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

天
然
の
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

の
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
だ
。

の
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
だ
。

　

「
冬
青
」
と
書
い
て
ソ
ヨ

　

「
冬
青
」
と
書
い
て
ソ
ヨ

ゴ
。
モ
チ
ノ
キ
科
の
常
緑
性

ゴ
。
モ
チ
ノ
キ
科
の
常
緑
性

高
木
で
、
日
本
、
中
国
、
台

高
木
で
、
日
本
、
中
国
、
台

湾
原
産
。
高
さ

湾
原
産
。
高
さ
1010
㍍
を
超
え

㍍
を
超
え

る
高
木
に
な
る
が
、
生
長
が

る
高
木
に
な
る
が
、
生
長
が

遅
く
、
そ
う
な
る
に
は
何
十

遅
く
、
そ
う
な
る
に
は
何
十

年
も
か
か
る
ら
し
い
。

年
も
か
か
る
ら
し
い
。

　

葉
の
長
さ
は
４
〜
８
㌢

　

葉
の
長
さ
は
４
〜
８
㌢

で
、
縁
が
波
打
っ
て
い
る
。

で
、
縁
が
波
打
っ
て
い
る
。

名
前
の
由
来
は
、
葉
っ
ぱ
が

名
前
の
由
来
は
、
葉
っ
ぱ
が

風
を
受
け
る
と
ソ
ヨ
ソ
ヨ
と

風
を
受
け
る
と
ソ
ヨ
ソ
ヨ
と

音
を
立
て
る
こ
と
か
ら
。
別

音
を
立
て
る
こ
と
か
ら
。
別

名
の「
フ
ク
ラ
シ
バ
」は
、葉

名
の「
フ
ク
ラ
シ
バ
」は
、葉

の
表
面
を
熱
す
る
と
ふ
く
ら

の
表
面
を
熱
す
る
と
ふ
く
ら

み
、破
裂
す
る
か
ら
と
い
う
。

み
、破
裂
す
る
か
ら
と
い
う
。

　

雌
雄
異
株
で
、初
夏
に
各

　

雌
雄
異
株
で
、初
夏
に
各

々
白
い
花
を
咲
か
せ
る
。

々
白
い
花
を
咲
か
せ
る
。

　

光
則
寺
の
本
堂
の
右
横

　

光
則
寺
の
本
堂
の
右
横

で
、
紅
葉
し
始
め
た
モ
ミ
ジ

で
、
紅
葉
し
始
め
た
モ
ミ
ジ

を
背
景
に
セ
ン
リ
ョ
ウ
の
黄

を
背
景
に
セ
ン
リ
ョ
ウ
の
黄

色
い
実
と
と
も
に
彩
り
を
添

色
い
実
と
と
も
に
彩
り
を
添

え
て
い
た

え
て
い
た
＝
写
真

＝
写
真
。

が
1010
月
６
日
か
ら

月
６
日
か
ら
1111
月
1717
日

ま
で
鎌
倉
市
材
木
座
の
光
明

ま
で
鎌
倉
市
材
木
座
の
光
明

寺
に
逗
留
し
、
多
く
の
市
民

寺
に
逗
留
し
、
多
く
の
市
民

や
観
光
客
の
参
詣
を
受
け
た

や
観
光
客
の
参
詣
を
受
け
た

参
り
を
」
と
呼
び
か
け
て
い

参
り
を
」
と
呼
び
か
け
て
い

る
。
る
。

　

来
年
３
月
の
大
震
災
７
回

　

来
年
３
月
の
大
震
災
７
回

忌
法
要
で
宮
城
県
石
巻
市
の

忌
法
要
で
宮
城
県
石
巻
市
の

浄
土
宗
大
念
寺
に
奉
安
さ
れ

浄
土
宗
大
念
寺
に
奉
安
さ
れ

る
。
同
寺
は
、
震
災
で

る
。
同
寺
は
、
震
災
で
7474
人

の
児
童
が
犠
牲
と
な
っ
た
大

の
児
童
が
犠
牲
と
な
っ
た
大

川
小
学
校
近
く
に
あ
り
、
犠

川
小
学
校
近
く
に
あ
り
、
犠

牲
者
の
家
族
の
大
半
が
菩
提

牲
者
の
家
族
の
大
半
が
菩
提

寺
と
し
て
い
る
と
い
う
。

寺
と
し
て
い
る
と
い
う
。

＝
写
真

＝
写
真
。

　

震
災
の
こ
と
を
忘
れ

　

震
災
の
こ
と
を
忘
れ

な
い
で
ほ
し
い
と
浄
土

な
い
で
ほ
し
い
と
浄
土

宗
宮
城
教
区
で
製
作
さ

宗
宮
城
教
区
で
製
作
さ

れ
、
２
０
１
４
年
か
ら

れ
、
２
０
１
４
年
か
ら

全
国
を
行
脚
し
て
い

全
国
を
行
脚
し
て
い

る
。
持
ち
運
び
が
楽
な

る
。
持
ち
運
び
が
楽
な

よ
う
に
軽
量
の
Ｆ
Ｒ
Ｐ
（
ガ

よ
う
に
軽
量
の
Ｆ
Ｒ
Ｐ
（
ガ

ラ
ス
繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ

ラ
ス
繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
）
を
材
質
に
フ
ィ
ギ
ュ
ア

ク
）
を
材
質
に
フ
ィ
ギ
ュ
ア

の
造
形
師
が
デ
ザ
イ
ン
し
た

の
造
形
師
が
デ
ザ
イ
ン
し
た

高
さ
高
さ
5050
㌢
ほ
ど
の
お
地
蔵
さ

㌢
ほ
ど
の
お
地
蔵
さ

ま
で
、
「
ナ
デ
ナ
デ
し
て
お

ま
で
、
「
ナ
デ
ナ
デ
し
て
お

　

鎌
倉
・
浄
明
寺
町
内
会

　

鎌
倉
・
浄
明
寺
町
内
会

（
約
千
世
帯
）
主
催
の
防
災

（
約
千
世
帯
）
主
催
の
防
災

の
集
い
が

の
集
い
が
1111
月
1919
日
市
内
二

日
市
内
二

階
堂
の
鎌
倉
青
少
年
会
館
で

階
堂
の
鎌
倉
青
少
年
会
館
で

開
か
れ
、
約

開
か
れ
、
約
8080
人

が
参
加
し
た
。

が
参
加
し
た
。

　

初
め
に
鎌
倉
市

　

初
め
に
鎌
倉
市

制
作
の
津
波
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

制
作
の
津
波
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
動
画
を
視
聴
。
津
波
が

ョ
ン
動
画
を
視
聴
。
津
波
が

ど
の
よ
う
に
襲
来
す
る
か
、

ど
の
よ
う
に
襲
来
す
る
か
、

鎌
倉
駅
前
や
由
比
ガ
浜
海
岸

鎌
倉
駅
前
や
由
比
ガ
浜
海
岸

な
ど
市
内
４
カ
所
の
様
子
が

な
ど
市
内
４
カ
所
の
様
子
が

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
グ
ラ
フ
ィ

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
グ
ラ
フ
ィ

ッ
ク
ス
の
動
画
で
映
し
出
さ

ッ
ク
ス
の
動
画
で
映
し
出
さ

れ
、
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を

れ
、
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を

持
つ
と
同
時
に
、
強
い
揺
れ

持
つ
と
同
時
に
、
強
い
揺
れ

が
長
く
続
い
た
ら
、
高
台
や

が
長
く
続
い
た
ら
、
高
台
や

津
波
避
難
ビ
ル
な
ど
の
高
い

津
波
避
難
ビ
ル
な
ど
の
高
い

と
こ
ろ
へ
逃
げ
る
こ
と
の
大

と
こ
ろ
へ
逃
げ
る
こ
と
の
大

切
さ
が
示
さ
れ
た
。

切
さ
が
示
さ
れ
た
。

　

そ
の
あ
と
「
災
害
復
興
法

　

そ
の
あ
と
「
災
害
復
興
法

学
」
を
創
設
し
た
鎌
倉
出
身

学
」
を
創
設
し
た
鎌
倉
出
身

の
弁
護
士
・
岡
本
正
さ
ん
が

の
弁
護
士
・
岡
本
正
さ
ん
が

「
鎌
倉
防
災
を
自
分
ご
と
に

「
鎌
倉
防
災
を
自
分
ご
と
に

す
る
」
と
い
う
題
で
講
演

す
る
」
と
い
う
題
で
講
演

し
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